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問 題

感情が生じる過程について，身体の生理学的反

応との関わりが検討されてきた。近年では，心臓

の鼓動など内臓の反応を感じ取る感覚，すなわち

内受容感覚の鋭敏さと感情との関わりが検討され

ている。Schandry（1981）は内受容感覚が鋭敏

な者はそうでない者に比べて感情が変動しやすく

状態不安が強いことを報告している。これは身体

末梢の反応が脳にフィードバックされる過程を経

て感情が成立していることが示唆される結果であ

り，感情の末梢起源説を支持しているといえる。

しかし，福島・寺澤・魚野・梅田（2013）は，内

受容感覚が鋭敏な者はそうでない者よりも，感情

喚起刺激の呈示により生じた感情の強度が弱いと

いう，Schandry（1981）とは反対の傾向も報告

している。この結果は，刺激によって生じた感情

を積極的に制御したためとも解釈されているが，

内受容感覚の鋭敏さが感情とどのように関連する

か，さらなる検討が必要である。

一方で，内受容感覚の個人差を測定する方法に

はいくつかあり，質問紙を用いる方法と，実験室内

で課題を行う方法に大別できる。質問紙を用いる

方法として，例えばMehling,Price,Daubenmier,

Acree,Bartmess,& Stewart（2012）のMulti-

dimensional Assessment of Interoceptive

Awareness（MAIA）尺度がある。これを庄子

雅保・大野誠士・BeateM.Herbert・WolfE.

Mehlingが日本語化した「内受容感覚への気づき

の多次元的アセスメント」では，「緊張している

とき，身体のどの部分が緊張しているか気づいて

いる」などの質問に回答を求め，内受容感覚の程

度を評価している。

実験室内で課題を行う方法としては，参加者が
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要旨

本研究では，身体の生理的状態を感じ取る能力（内受容感覚）の個人差に着目し，心拍カウント課題，心拍弁別

課題，質問紙（内受容感覚尺度）の３種類の方法で内受容感覚の鋭敏さを測定した。その結果，心拍カウント課題

においては低得点から高得点まで広く分布したが，成績が０となった者が最も多かった。この課題は実施時間が短

く簡便であるものの，心拍数の知識を基に推測で解答できる点に問題がある。心拍弁別課題では参加者48名のなか

で８名（16.7％）が有意に多く正解でき，鋭敏な内受容感覚を有すると判定された。この課題は内受容感覚が鋭敏

であると見なせる統計的な基準を明確に設定出来るものの，課題の実施時間が長く，難しい課題であるのが問題で

ある。一方，これらの課題成績の間や質問紙尺度得点との間には有意な相関が認められず，これらの測定法は内受

容感覚の異なる側面を反映していることが示唆された。心拍に合わせてボタンを押す課題の分析法を改良すること

で，より正確で簡便な内受容感覚の測定法を開発することを展望した。
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感じた内臓の感覚と比較する生理反応が比較的容

易に測定できることから，心拍に関連した課題が

多く用いられている。例えば心拍カウント課題で

は，一定時間が経過するまでに自身が感じた心拍

回数と，心電図によって測られた実際の心拍回数

とを比較することで，心拍感受性を評価する

（Schandry，1981）。より正確に回数を報告でき

たものが鋭敏な内受容感覚を持っていると評価さ

れる。この他に，心拍に合わせて音が鳴っている

か，心拍からずれて音が鳴っているかを弁別させ

る心拍弁別課題がある（Katkin& Blascovich,

& Goldband,1981）。この課題では，刺激を正

確に弁別できた者が鋭敏な内受容感覚を持ってい

ると評価される。

このようにいくつかの方法があるものの統一さ

れておらず，それぞれが異なる側面を反映してい

るとも考えられている。そこで本研究では，これ

らの方法で内受容感覚を測定し，各方法の特徴と

関連性（相関）を検討する。各方法には正の相関

が予想されるが，得点の分布からは各測定法の持

つ「難しさ」を明らかにできると考えられる。

方 法

参加者 大学生48名（女性38名，男性10名，平

均年齢19.8歳，SD＝1.3）の参加を得た。実験参

加者に対して実験の概要を十分に説明し，実験を

いつでも中断できることを明示，参加の同意を書

面にて得た。実験中断の有無に関わらず，実験終

了後に謝礼として500円相当の図書カードを進呈

した。参加者にはあらかじめ，内受容感覚を問う

質問紙への回答を求めた。

装置 本実験中において，参加者に対する教示

はインターホン（アイホン社製LEM-1）を通じ

ておこなった。参加者はシールドルーム内の椅子

に着席し，実験者はシールドルーム外からそれぞ

れの指示を伝えた。

心電図の測定にあたっては，使い捨て電極（セ

ンステック社製プロセンスPSC-SC43）を用いて

胸部三点誘導法によって心電図を導出し，ポリグ

ラフ装置（PowerLab8/30にAD Instruments

社製BioAmpを接続したもの）によって心電図波

形の記録をした。この装置をノート型コンピュー

タ（EPSON社製EndeavorNJ1000）に接続し，

記録ソフト（ADInstruments社製LabChartver.

7.3.7）を動作させ，波形の記録および解析をお

こなった。

心拍カウント課題 Schandry（1981）の方法

に基づき，外的手がかりなしで自身の心拍を一定

時間数えさせる心拍カウント課題を行った。参加

者には実験室内の椅子に座るよう求め，手首で脈

を取るなどによって手がかりを得られないように，

身体に手を触れないように指示した。この状態で，

25秒間，35秒間，45秒間の３区間のそれぞれで心

拍を感じた回数を数え，各時間の経過後に口頭で

報告するように求めた。

参加者が報告した心拍回数と，当該の区間で測

定された心電図により求められた実際の心拍回数

とを比較した。３区間それぞれで，報告された心

拍回数と実際の心拍回数の差の絶対値を計算し，

この値を実際の心拍回数で割り，心拍回数のずれ

の比率を算出した。この値を１から引き，さらに

３区間の平均値を求めた。最終的に，この測定値

は０～１の範囲をとる値となり，１に近いほど自

身の心拍を正確に感じることができたことを意味

する。

心 拍 弁 別 課 題 Katkin, Blascovich, &

Goldband（1981）の方法を参考に，参加者自身

の心拍（心電図のR波）と同時に音がなっている

か，そこからずれて音がなっているかを判断させ

る心拍弁別課題をおこなった。

１試行につき10回の音声（1000Hz，100ms）

を呈示し，それが参加者自身の心拍（心電図のR

波）と同時に鳴っているか，心拍から遅延して鳴っ

ているかを判断させる課題をおこなった。音声の

呈示にはLabChartver.7.3.7のEventManager

機能を使用した。遅延を挿入する条件では，１拍

目では30ms，２拍目では60msというように，

10拍まで30msずつ累積的に延長する遅延時間が

挿入された。

10拍分の音声を呈示した後に，この音声刺激に

ついて遅延の有無を強制選択方式で回答させた。

これを40試行おこなった。40試行中の遅延有無は

各半数であり，順序はランダマイズされた。40試
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行中，p＝.5の二項分布において５％水準で有意

となる26試行以上正解した場合に正解率が高いと

判断できる。

質問紙 Mehlingetal.（2012，庄子他による

日本語訳）の「内受容感覚への気づきの多次元的

アセスメント（MAIA）」を用いた。下位尺度と

して「気づき」「気が散らない」「心配しない」

「注意制御」「感情への気づき」「自己制御」「身体

を聴く」「信頼する」の得点がそれぞれ算出され

た。

８種の下位尺度得点を集約して扱うため主成分

分析を実施したところ２つの成分が抽出され，そ

れぞれの成分得点も分析に用いた。成分１に「気

づき」「注意制御」「感情への気づき」「自己制御」

「身体を聴く」「信頼する」の６尺度が負荷し，成

分２に「気が散らない」「心配しない」が負荷し

た。

手続き 実験は参加者１名ずつ個別に行われた。

最初に，参加者に対して実験の概要を説明し実験

参加に対する同意を得て，実験中断を任意に行え

ることを伝えた，続いて，心拍カウント課題およ

び心拍弁別課題を実施した。課題の実施順序はカ

ウンターバランスが取られており，ひとつの課題

が終了した後に他方の課題を行った。

結 果

心拍カウント課題の成績を集計したところ，平

均値は0.35点（SD＝0.31），最大値は0.98点，最

小値は0.00点となった。この成績のヒストグラム

をFigure1に示す。低得点から高得点まで広く

分布したが，「１回も心拍を感じなかった」と答

えた者が多かった（成績としては０となる）。

心拍弁別課題の正解数を集計したところ，平均

値は22.15回（SD＝3.64），最大値は30回，最小

値は14回となった。この正解数のヒストグラムを

Figure2に示す。40試行のチャンスレベルであ

る20回が最頻値となり，26試行以上正解し有意に

多く正解できたと判定された者は8名（全参加者

中16.7％）であった。

Table1に心拍カウント課題成績と心拍弁別課

題正解数の相関係数，および質問紙の各尺度との

相関係数を示す。２つの課題間には有意な相関が

認められなかった（r＝.19,ns）。質問紙の尺度

得点と各課題成績との相関についても，心拍カウ

ント課題成績と「自己制御」尺度得点との間に弱

い正の相関が認められたのを除いて（r＝.31,p

＜．05），有意な相関は認められなかった。

考察と展望

本研究では，心拍カウント課題，心拍弁別課題，

内受容感覚を問う質問紙尺度のそれぞれで実験参

加者の内受容感覚を評価し，心拍カウント課題，

心拍弁別課題の分布と，それぞれの得点の相関を

検討した。

心拍カウント課題においては低得点から高得点

まで広く分布したが，成績が０となった者が最も

多いという結果となった。心拍カウント課題は，

実際に心拍を感じていなくても，心拍数に関する

知識を基に推測することで「心拍の回数」を答え

ることができるが，「１回も心拍を感じなかった」
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Figure1.心拍カウント課題成績のヒストグラム。

Figure2.心拍弁別課題正解数のヒストグラム。
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と解答した者がいたということは，そのような推

測による解答をしなかったとも考えられる。一方，

それ以外の解答をした者が推測による解答をして

いないことを客観的に示すことはできない。心拍

カウント課題は課題実施時間が短く，簡便に実施

できるが，推測による解答については注意を要す

る。

心拍弁別課題は内受容感覚が鋭敏であると見な

せる統計的な基準を明確に設定出来る。しかし，

音声刺激のごく短い遅延時間を弁別する課題であ

るため難しく，課題の実施時間も長いことが問題

である。本実験では参加者48名のなかで８名

（16.7％）のみが有意に多く正解できていたと判

定されたが，本課題が難しいため，内受容感覚が

鋭敏な者が少ないという結果となった可能性も考

えられる。

心拍カウント課題成績と心拍弁別課題正解数の

相関係数，および質問紙の各尺度との相関係数を

検討したところ，課題間の有意な相関は認められ

なかった。２つの課題は内受容感覚の異なる側面

を反映していることが示唆される。また，両課題

は質問紙尺度との関係も認められなかった。有意

な相関が認められた心拍カウント課題成績と「自

己制御」尺度との相関も弱く，質問紙尺度と心拍

の課題に反映されるものが異なる事が改めて示唆

された。

今後の展望として，内受容感覚の測定課題とし

てMcFarland（1975）の心拍ボタン押し課題の

改良を試みている。この課題では「心拍に合わせ

てボタンを押すように」と教示し，実際の心拍と

ボタンが押された回数が評価される。

McFarland（1975）は単純にこの回数のみを評

価していたが，本課題ではR波とボタン押しのず

れを求めることができる。心拍を感じてボタンを

押した場合と，推測でボタンを押した場合とでは

R波からボタン押しまでの間隔が異なると考えら

れる。推測によるボタン押しでは，R波からボタ

ン押しまでが極端に短い場合や，極端に長くなる

場合がある。この手続きにより，R波から極端に

早くボタン押しをした回数や極端に遅くボタン押

しをした回数を推測によるボタン押しとして除外

し，心拍を感じられた回数をより正確に評価でき

ると考えられる。より簡便で実施時間が短く，信

頼性が高い課題を開発する必要がある。
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Table1 心拍カウント課題・心拍別課題の各成績と質問紙尺度得点の相関係数



内受容感覚の鋭敏さを測定する課題に関する検討（櫻井優太・清水 遵）

（2013）．内受容感覚と性格特性，感情経験お

よび表情認知の関連 日本心理学会第77回発

表論文集，860．

Katkin,E.S.,Blascovich,J.,& Goldband,S.

（1981）．Empiricalassessmentofvisceral

self-perception: Individual and sex

differences in the acquisition of

heartbeat discrimination. Journal of

Personality and SocialPsychology,40,

1095-1101.

McFarland. R. A.（1975）． Heart rate

perception and heart rate control.

Psychophysiology,12,402-405.

MehlingW.E.,PriceC.,DaubenmierJ.J.,

AcreeM.,BartmessE.,& StewartA.

（2012）．TheMultidimensionalAssessment

of Interoceptive Awareness（MAIA）．

PLoS ONE, 7（11）, e48230.doi:10.1371/

journal.pone.0048230.

Schandry,R.（1981）．Heartbeatperception

and emotional experience. Psycho-

physiology,18,483-488.

―17―


